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お読みください︕

私たちは持続可能な開発⽬標(SDGs)を⽀援しています。

QBK NEWS

い
ら
な
い
物
を
有
効
活
用
！

⿅児島⼤学⽣協
おさがり市場

取り組み概要
⽇時：10/17〜18
場所：中央⾷堂
参加者数や組合員の反応
⼆⽇間の参加者：142名
学⽣や職員など様々な⼈が参加した

POINT.1

不要になった物を回収するにあたって、約1年に渡って回収をおこ
ないました。SNSでの情宣はもちろん、複数のキャンパスの⾷堂に回
収BOXを設置したり、⾷堂でのマイク情宣などを⻑期間、根気強くお
こないました。始めたころはなかなか物品⾃体が集まりはしませんで
したが、徐々に家電や⾐服など様々な物品が集まりました。最終的に
は⾐服や家電、⼩物、本など200以上の物品が集まりました。

⻑期間の実施で物品をたくさん集める！

POINT.2

当⽇は⾷堂の後⽅に列ができるほど興味を⽰した⼈がいました。学
⽣組合員はもちろん、⼤学の職員さんや⽣協職員はもちろん、地域に
住んでいる住⺠の⽅なども⾜を運び、物品を⾒て回っていました。多
くの⼈が⾃分に必要な物を笑顔で受け取って帰っていました。学⽣だ
けではなく、様々な⼈たちが参加し、集まるきっかけになった企画と
なりました。

学⽣組合員だけでなく多くの⽅が参加！

背景や概要：
不必要になった物を回収し、必要とする
⼈へ無償で配る取り組み。家電や⾐服は
もちろん、⼩物や書籍など幅広い物品が
集められた。

ご質問や[QBK NEWS]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください︕
ブロック学⽣事務局 [ 得丸 元希 ]
Tokumaru.Genki@univ.coop

POINT.3

物品は家電から⼩物、本など多岐にわたりました。その中でそれぞ
れの物品の中に組織部員がPOPを作成し、興味を引くように⼯夫がさ
れていました。本のコーナーには読書の秋と絡めたPOPを作成したり、
「あなたの運命の⼀冊あるかも！？」などのPOPを作成することで参
加者へ読書推進もおこなわれていました。このような企画の中に様々
な分野の視点を＋１できているのは素晴らしいですね。

＋１の視点を取り⼊れる
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